
事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

８２－１９５４

そ
の
他
特記事項等

補 助 内 容

構 造 ・ 階 数

平成21年度

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

平成23年度

市債 一般財源

根拠法令・要綱等

事
業
内
容

手
段
主な活動

会計

頁

明るく元気な健康づくりの推進

【母子の健康づくり】　　乳幼児健康診査、育児相談、育児教室、訪問指導
【成人・老人の健康づくり】　健康診査、健康相談、健康教育、訪問指導、がん検診
　　　　　　　　　　　　　　　　　心の健康づくり、健康づくりボランティアの養成と地区組織づくり
【感染症予防】　予防接種、結核健診、感染症予防
【介護予防】　転倒予防、パワーアップ貯筋教室

有 射水市健康増進プラン

款

項

50

保健衛生費

保健衛生総務費目

予
算
科
目

年度17

個別計画

第

第

保健センター管理費

開 始 年 度 終 了 年 度

健康でやさしさあふれるまち

平成

担
当
部
署

部名

課名

総
合
計
画

2 節

1

－

第

1 元気な声が響くまちづくり

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

福祉保健部

健康推進課

電話

市民の生活習慣の重要性を啓発普及し、健康の保持、増進に努める。

一般会計

衛生費

事業費補助

部

章

地域保健法　第４条

全市民

団体運営費補助

格差是正補助 その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 別紙「施設明細」参照

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

国庫支出金

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

市直営

指定管理者名

市 施 設県 施 設

指定管理期間

管 理 形 態

平成22年度

県支出金

㎡

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

095

事 業 期 間

施策名（節 ）

年度年度 ～



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 0.87

0.85

評価結果

千円 6.50.93

達成度

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

地域保健に関連する法律、制度の改正により、保健セン
ター業務の専門性がますます高まっており、より質の高い
保健サービスの提供を図るため、限られた人材の中での配
置の検討が必要となっている。

評価委員会のコメント

点数

4

3

市民の健康づくりの拠点として、検診、相談の実施や健康づくりボランティアの活動拠点とする。

母子保健事業では、３か所（小杉・大門・新湊）を拠点とし、乳幼児健康診査、相談、教室の開催回数の見
直しを行い、常に効率的な運営をしている。

市民の健康意識の向上と乳幼児の健康保持が図られている。

育児相談、こころの相談、電話相談等随時、職員が個別相談に対応している。

保健センター管理費
担
当
部
署

部名

課名

230

22,023

平成23年度予算

1,564 千円

22 年度分） 施設管理運営事業

８２－１９５４電話

千円

987

0.0

37,5122.8

095

13,695 千円

事 務
事 業 名

450

事業№

必要性

成
果
指
標

有効性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

4

3

36,649

人人

健康推進課

0.23人 0.0

928

6.40.90

0.23 0.23

千円千円

千円

達成率最終目標

35

福祉保健部

H23年度
目標

40,000

H22年度

40,000 40,000

年度29H

35

1,450102.7

105.7

1,450 1,489

達成率

40,705

35 37

101.8

実績

平成

H21年度
実績

42,140

38.3

単位

人

人

1,455

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

22,023

12,832

0.0

千円

千円

0.0

施 設 使 用 料 千円 千円

事業開催回数

年度（

利用者数　※設定できる場合

回

指　標　名
目標

千円

（ ）

平成 23

平成21年度決算

千円

千円

平成22年度決算

13,868

千円

千円 千円

千円

伸率

8.1

千円6.4

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

千円230

22,023

千円

1,564

230

1,564

千円35,721 36,698 2.7 37,062千円 千円

千円 37,685

一日あたり相談利用人数

保健センター相談利用数

活
動
指
標



事務事業評価シート（施設明細）

千円

事 業 コ ス ト 計 千円 千円

減 価 償 却 費 相 当 額

千円 #DIV/0!

伸率 平成23年度予算

千円

千円

利用者１人当たりコスト 千円

人 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 人

千円 千円一 般 財 源 千円

千円 千円そ の 他 千円

千円

施 設 使 用 料 千円 千円 千円

活
動

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

成
果
利用者数　※設定できる場合

人

）（ 保健センター利用者数

H21年度 H22年度
実績

設 備 ・ 規 模

指　標　名

当 該 事 務 従 事 職 員 数

１階事務室　問診室　検診室　診察室　検査・消毒室　尿検査室　指導・相談室　母子保健指導室
機能訓練室　記録室　　　　２階　栄養指導実習室　研修室　屋上軽運動場

単位
目標

市 施 設

千円

千円 千円退職手当引当金相当額 千円

千円 千円

日 257 240 255

12,000人 14,582 12,000 12,256 102.1 12,000

106.3

年度
単位

H21年度

）

実績 目標 実績 達成率

人 件 費 千円

開館日数

指　標　名

成
果

活
動

H22年度

240

千円

目標 最終目標 達成率
H23年度 H 29

管 理 形 態
新湊保健センター

鉄筋コンクリート造３階建

指定管理者名

指定管理期間

）平成 23 年度（ 平成 22 年度分

保健センター管理費事業№
事 務
事 業 名

095

有 延 床 面 積 1,156.68

昭和 56 年度 改 修 年 度

施 設 名

施設管理運営事業

県 施 設 無 市 施 設

担
当
部
署

部名 福祉保健部

健康推進課

年度

１階事務室　保健指導室　診察室　検査・消毒室　相談室　記録保存室　更衣室　消毒室　　２階　栄
養指導実習室　集団指導室　相談室　診察室　検査室　レントゲン室　資料室　3階　会議室　研修室

課名

電話

㎡

年度 類似施設状況

民間施設状況

８２－１９５４

年度～

市直営

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 千円 千円

106.7 240日 257 240 256開館日数

達成率

人 13,477 12,000 13,612 113.4 12,000 12,000

実績 達成率 目標 最終目標

民間施設状況

H23年度 H 29 年度

有 延 床 面 積 719.25 ㎡

年度

昭和 60 年度 改 修 年 度 年度 類似施設状況 県 施 設

年度 ～鉄筋コンクリート２階建 指定管理期間

小杉保健センター
管 理 形 態 市直営

指定管理者名

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

2 施 設 名

平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

減 価 償 却 費 相 当 額 千円

千円

伸率

千円

退職手当引当金相当額事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

人

千円 千円

千円

千円

千円

1

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

設 備 ・ 規 模

利用者数　※設定できる場合
（ 保健センター利用者数

千円

人 件 費 千円

千円

事 業 コ ス ト 計 千円 千円

千円

一 般 財 源 千円 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

千円 千円施 設 使 用 料 千円

千円 #DIV/0!

千円

千円

利用者１人当たりコスト 千円

人

千円

千円

千円



事務事業評価シート（施設明細））平成 23 年度（ 平成 22 年度分

保健センター管理費事業№
事 務
事 業 名

095

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 福祉保健部

健康推進課課名

電話 ８２－１９５４

千円 #DIV/0!利用者 １人当たりコスト 千円

人 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 人

千円

一 般 財 源 千円 千円 千円

千円

千円 千円

千円

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 千円

千円 千円事 業 コ ス ト 計 千円

千円 千円減 価 償 却 費 相 当 額 千円

千円 千円退職手当引当金相当額 千円

千円 千円人 件 費 千円

千円 千円直 接 事 業 費 千円

95

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

101 95 100 105.3
活
動
開館日数 日

2,850 2,850
（ 保健センター利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 3,107 2,850 2,945 103.3

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 事務室　相談室　フロアー

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 延 床 面 積 118.25

年度

建 築 年 度 年度 改 修 年 度

年度 ～構 造 ・ 階 数 指定管理期間

指定管理者名

千円 #DIV/0!

4 施 設 名
大島保健センター（大島社会福祉センター内）
※(福)射水市社会福祉協議会所有施設

管 理 形 態

利用者１人当たりコスト 千円

人 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 人

千円

一 般 財 源 千円 千円 千円

千円

千円 千円

千円

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 千円

千円 千円事 業 コ ス ト 計 千円

千円 千円減 価 償 却 費 相 当 額 千円

千円 千円退職手当引当金相当額 千円

千円 千円人 件 費 千円

千円 千円直 接 事 業 費 千円

240

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

255 240 254 105.8
活
動
開館日数 日

7,200 7,200
（ 保健センター利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 8,967 7,200 9,821 136.4

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模
多目的集会室　栄養指導室、研修室　診察室・歯科診察室　保健指導室　相談室　器具室　検査室
記録保存庫　事務室

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

年度 県 施 設

耐 震 の 有 無 有 延 床 面 積 1,045.43

市 施 設

年度

建 築 年 度 平成 8 年度 改 修 年 度 類似施設状況

指定管理者名

構 造 ・ 階 数 鉄筋１階平屋建　シルバー人材、社会福祉協議会事務所併設 指定管理期間 年度 ～

大門保健センター
管 理 形 態 市直営

3 施 設 名



事務事業評価シート（施設明細））平成 23 年度（ 平成 22 年度分

保健センター管理費事業№
事 務
事 業 名

095

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 福祉保健部

健康推進課課名

電話 ８２－１９５４

千円 #DIV/0!利用者 １人当たりコスト 千円

人 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 人

千円

一 般 財 源 千円 千円 千円

千円

千円 千円

千円

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 千円

千円 千円事 業 コ ス ト 計 千円

千円 千円減 価 償 却 費 相 当 額 千円

千円 千円退職手当引当金相当額 千円

千円 千円人 件 費 千円

千円 千円直 接 事 業 費 千円

95

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

105 95 99 104.2
活
動
開館日数 日

2,000 2,000
（ 保健センター利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 2,007 2,000 2,071 103.6

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 事務室　多目的集会室　診察室　歯科診察室　研修室　相談室　消毒室　記録保存室　機具庫

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 有 延 床 面 積 506.31

年度

建 築 年 度 平成 10 年度 改 修 年 度

年度 ～構 造 ・ 階 数 鉄筋コンクリート平屋建 指定管理期間

市直営

指定管理者名
5 施 設 名 下村保健センター

管 理 形 態



 



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

８２－１９５４

そ
の
他
特記事項等

補 助 内 容

構 造 ・ 階 数

平成21年度

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

平成23年度

市債 一般財源

根拠法令・要綱等

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

会計

頁

明るく元気な健康づくりの推進

平成２２年度よりむし歯予防教室実施会場を月３会場から２会場へ集中させ、業務量、予算削減を
行った。

・保健センターにおいて1歳６か月児から３歳６か月児までを対象にむし歯予防教室を開催する。
　対象者　1歳６か月児、２歳児、２歳６か月児、３歳児、３歳６か月児
　内容　　①歯科健康診査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（診査　　　歯科医）
　　　　　　②染め出し・歯みがき指導　　　　　　　　　　　　　（指導者　歯科衛生士）
　　　　　　③歯ブラシによるフッ素塗布（１歳６か月児より６か月毎に塗布）（指導者　歯科衛生士）
　　　　　　④口腔内衛生度チェック（RDテスト）　　　　　　　（指導者　保健師）
　　　　　　⑤むし歯予防に関する保健・栄養指導　　　　　　（指導者　保健師、栄養士）

有 健康増進プラン

款

項

50

保健衛生費

母子保健衛生費目

予
算
科
目

年度17

個別計画

第

第

乳歯むし歯予防事業

開 始 年 度 終 了 年 度

健康でやさしさあふれるまち

平成

担
当
部
署

部名

課名

総
合
計
画

2 節

（歯科保健対策推進費）

1

－

第

1 元気な声が響くまちづくり

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
どのような
状 態 に

ソフト事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

福祉保健部

健康推進課

電話

生涯にわたり歯の健康を保つためには、歯の喪失原因となるむし歯予防対策が重要であり、歯科健
診をとおして正しい歯みがき指導・教育を行うとともに保健センターにおいてはフッ化物をつかった予
防処置を実施することで、歯と歯ぐきの健康づくりを推進する。

一般会計

衛生費

事業費補助

部

章

歯科口腔保健の推進に関する法律　健康増進法   母子保健法

全市内の幼児（１歳６か月児から３歳６か月児まで〉及び保護者

団体運営費補助

格差是正補助 その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

国庫支出金

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

指定管理期間

管 理 形 態

平成22年度

県支出金

㎡

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

096

事 業 期 間

施策名（節 ）

年度年度 ～



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 4.41

4.08

評価結果

千円 ▲ 21.93.44

達成度

評価結果
（１次） Ａ 現行（計画）どおり事業を進めることが適当

効率性

説　　　明

（２次）

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

歯と歯ぐきの健康づくりは、健康の基本となるもので、生涯
にわたり、自分の歯を保つためには、歯科疾患の予防が重
要である。むし歯予防の重点ライフステージである妊婦から
小学校までの期間の継続的なむし歯予防対策は重要であ
り今後も継続し事業を行なう。

評価委員会のコメント

点数

4

3

乳幼児期は、永久歯の歯の形成に重要な時期であり、フッ化物の利用により歯質を強化することで、生涯
にわたり歯の健康が維持できる。

開催回数の見直しを行い、財源の削減及び稼動量の削減を行った。

フッ化物の利用により歯質の強化だけでなく、おやつ等の食生活や歯みがき指導等の生活習慣指導を行
うことで、健全な生活習慣の維持にもつながる。

３歳６か月児のむし歯有病率及び一人当たりむし歯本数は、県平均より低い。

乳歯むし歯予防事業
担
当
部
署

部名

課名

970

平成23年度予算

6,596 千円

22 年度分） ソフト事業

８２－１９５４（歯科保健対策推進費） 電話

300

640

10,452▲ 25.0

▲ 10.2

096

2,886 千円

事 務
事 業 名

事業№

必要性

成
果
指
標

334

有効性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

4

4

13,672

人人

健康推進課

0.97人 ▲ 22.4

689

▲ 23.43.13

1.25 0.97

千円千円

千円

0.7

達成率最終目標

20.0

福祉保健部

H23年度
目標

3,000

H22年度

3,000 3,000

年度31H

20.0

0.7

84100.0

100.5

0.9 0.7

84 84

達成率

128.6

2,982

20.0 19.9

99.4

本

実績

0.9

平成

H21年度
実績

3,102

23.1

単位

人

％

108

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

3,922

▲ 22.4

千円

千円

▲ 22.4

むし歯予防教室開催回数

年度（

利用者数　※設定できる場合

回

指　標　名
目標

千円

（ ）

平成 23

平成21年度決算

千円

平成22年度決算

2,694

千円

千円

伸率

▲ 31.3

千円▲ 7.1

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

千円1,250

千円

6,596

970

8,500

千円12,649 9,320 ▲ 26.3 10,452千円 千円

千円 10,260

３歳６か月児むし歯有病率

むし歯予防教室参加数

３歳６か月児一人当たりむし歯本数

活
動
指
標



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

年度年度 ～

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

097

事 業 期 間

施策名（節 ）

㎡

管 理 形 態

指定管理者名

市 施 設県 施 設

指定管理期間

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

平成22年度

県支出金国庫支出金

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分
利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助団体運営費補助

格差是正補助

生涯にわたり歯の健康を保つためには、歯の喪失原因となるむし歯予防対策が重要であり、歯科健
診をとおして正しい歯みがき指導・教育を行うとともに保健センターにおいてはフッ化物をつかった予
防処置を実施することで、歯と歯ぐきの健康づくりを推進する。

一般会計

衛生費

事業費補助

福祉保健部

健康推進課

電話

ソフト事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

部

章

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
どのような
状 態 に

総
合
計
画

2 節

（歯科保健対策推進費）

1

歯科口腔保健の推進に関する法律、　健康増進法、　母子保健法

－

担
当
部
署

部名

課名

第

第

保育園・幼稚園永久歯むし歯予防事業

開 始 年 度 終 了 年 度

健康でやさしさあふれるまち

平成

市内の全保育園・幼稚園児（４歳児・５歳児）

第

款

項

50

保健衛生費

母子保健衛生費

1

目

予
算
科
目

年度18

個別計画

４歳児、５歳児を対象に家庭でのむし歯予防対策を推進するための親子歯みがき教室を年１回行う。
また保育園、幼稚園（全保育園２６施設及び全幼稚園６施設）では、毎日の歯みがき指導と週１～２回
のフッ素洗口を行う。
内容　　①親子歯みがき教室　（指導者　保健師、歯科衛生士）
　　　　　②フッ素洗口　　　　　　（指導者　保育園、幼稚園看護師及び保育士）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年度実績　希望園児数：１，５６９人

有 健康増進プラン

元気な声が響くまちづくり

会計

頁

明るく元気な健康づくりの推進

根拠法令・要綱等

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

平成１８年４月　市内の全施設実施

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

平成23年度

市債 一般財源

補 助 内 容

構 造 ・ 階 数

平成21年度

そ
の
他
特記事項等

８２－１９５４



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

５歳児一人当たりむし歯本数

活
動
指
標

５歳児むし歯有病率

2,584

千円3,809 3,636 ▲ 4.5 4,144千円 千円

千円 3,936

千円380

千円

2,584

380

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

平成22年度決算

972

千円

千円

伸率

▲ 17.5

千円

（ ）

平成 23

平成21年度決算

千円

フッ素洗口参加園児数

回親子歯みがき教室開催回数

年度（

利用者数　※設定できる場合

0.0

千円

千円

0.0

32

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

1,178

平成

H21年度
実績

1,569

47.9

単位

人

％

2.1

指　標　名
目標

本

実績 達成率

90.9

1,578

47.0 49.3

100.0

95.3

2.0 2.2

32 32

47.0

2.0

32

99.6 1,600

年度31H
目標

1,585

H22年度

1,585

福祉保健部

H23年度

1.0

達成率最終目標

40.0

▲ 5.12.30

0.38 0.38 人人

4,142

健康推進課

千円千円

有効性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

4

4

必要性

成
果
指
標

0.38人 0.0

333

事業№

097

1,180 千円

300

4,144▲ 5.0

▲ 9.9

千円

22 年度分） ソフト事業

８２－１９５４（歯科保健対策推進費） 電話

保育園・幼稚園永久歯むし歯予防事業
担
当
部
署

部名

課名

380

平成23年度予算

2,584

事 務
事 業 名

点数

4

3

永久歯が生え始める４歳～５歳から永久歯が生えそろう小学校６年生めで継続的なむし歯予防対策を行
う。

低濃度のフッ素洗口液で行うため、安全性が高く、年間一人当たり費用も安い。

施設において集団でフッ素洗口を行うことで継続的、安全に実施できる。、また、継続期間が長いほど、む
し歯について高い予防効果が得られる。

子どもの歯の成長に応じた予防対策を行う。市内の全保育園、幼稚園で実施している。

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

４～５歳児は、乳歯が永久歯に生えかわり、「かむ機能」の
大部分を負担する６歳臼歯が生え始める重要な時期である
ことからフッ化物を使ったむし歯予防対策事業の継続が重
要である

評価委員会のコメント

達成度

評価結果
（１次） Ａ 現行（計画）どおり事業を進めることが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

千円 ▲ 5.5

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 2.64 千円 2.49

2.43



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

８２－１９５４

そ
の
他
特記事項等

補 助 内 容

構 造 ・ 階 数

平成21年度

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

平成23年度

市債 一般財源

根拠法令・要綱等

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

会計

頁

明るく元気な健康づくりの推進

平成１７年度　小杉・大門・大島地区の施設実施
平成１９年度より市内全施設で実施

１年生では親子歯みがき教室を行い家庭でのむし歯予防について指導を行う。
また全学年（１学年～６学年）の児童を対象に給食後の歯みがきの徹底と希望者に週１回のフッ素洗
口を継続して行う。
内容　　①親子歯みがき教室　（指導者　保健師歯科衛生士）
　　　　　②フッ素洗口　（指導者　 クラス担任教諭及び養護教諭）
                              平成２２年度実績　希望児童数：5,633人

有 健康増進プラン

款

項

50

保健衛生費

母子保健衛生費目

予
算
科
目

年度19

個別計画

第

第

小学校永久歯むし歯予防事業

開 始 年 度 終 了 年 度

健康でやさしさあふれるまち

平成

担
当
部
署

部名

課名

総
合
計
画

2 節

（歯科保健対策推進費）

1

－

第

1 元気な声が響くまちづくり

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
どのような
状 態 に

ソフト事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

福祉保健部

健康推進課

電話

生涯にわたり歯の健康を保つために、歯の喪失原因となるむし歯予防対策が重要であり、間食の摂り
方、正しい歯みがき指導等の教育、歯科健診の充実、フッ化物をつかった予防処置を行い、歯と歯ぐ
きの健康づくりを推進する。

一般会計

衛生費

事業費補助

部

章

歯科口腔保健の推進に関する法律、　健康増進法、　母子保健法

市内全小学校（１５校）の１年生から６年生までの児童

団体運営費補助

格差是正補助 その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

国庫支出金

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

指定管理期間

管 理 形 態

平成22年度

県支出金

㎡

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

098

事 業 期 間

施策名（節 ）

年度年度 ～



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 0.47

0.41

評価結果

千円 ▲ 1.60.46

達成度

評価結果
（１次） Ａ 現行（計画）どおり事業を進めることが適当

効率性

説　　　明

（２次）

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

小学校は、乳歯から永久歯に生え変る時期であり、むし歯
に最もなりやすい時期であることから、生涯にわたる健康な
歯を保つために、フッ化物を利用した予防対策を継続してい
く。

評価委員会のコメント

点数

4

3

乳歯から永久歯と生えかわる重要な時期であり、基本的な生活習慣として年齢に応じた歯のみがき方や
望ましい食生活を理解し、生涯にわたって歯の健康の保持増進を行う。

フッ素洗口は、低濃度のフッ化ナトリウム液を１０cc１分間ブクブクうがいする簡単な方法で、安全性が高く
費用も安価でできる。

フッ素洗口は、歯の生えはじめや継続期間が長いほどむし歯の予防効果が高く、小学校での実施はより
有効的である。

小学生のむし歯有病率は低下傾向にある。

小学校永久歯むし歯予防事業
担
当
部
署

部名

課名

180

平成23年度予算

1,224 千円

22 年度分） ソフト事業

８２－１９５４（歯科保健対策推進費） 電話

300

2,653▲ 2.2

▲ 9.9

098

1,249 千円

事 務
事 業 名

事業№

必要性

成
果
指
標

333

有効性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

4

4

2,653

人人

健康推進課

0.18人 0.0

▲ 0.50.41

0.18 0.18

千円千円

千円

20.0

達成率最終目標

60.0

福祉保健部

H23年度
目標

5,600

H22年度

5,600 5,600

年度31H

63.0

26.0

15100.0

102.7

26.0 27.1

15 15

達成率

95.9

5,602

65.0 63.3

100.0

％

実績

26.1

平成

H21年度
実績

5,633

65.9

単位

人

％

16

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

1,249

0.0

千円

千円

0.0

親子むし歯予防教室実施施設数

年度（

利用者数　※設定できる場合

箇所

指　標　名
目標

千円

（ ）

平成 23

平成21年度決算

千円

平成22年度決算

1,191

千円

千円

伸率

▲ 4.6

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

千円180

千円

1,224

180

1,224

千円2,320 2,295 ▲ 1.1 2,653千円 千円

千円 2,595

小学校むし歯有病率

フッ素洗口参加児童数

未処置歯のある者の率

活
動
指
標



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

８２－１９５４

そ
の
他
特記事項等

平成２２年度から開始
富山県むし歯パーフェクト事業補助対象事業

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

元気な声が響くまちづくり

会計

頁

明るく元気な健康づくりの推進

年度22

個別計画

健康増進法の歯周疾患健康診査の委託医療機関に準じ母子健康手帳交付時に受診券を発行し
出産までに受診する。

有 健康増進プラン

　妊婦

第

款

項

50

保健衛生費

母子保健衛生費

1

目

予
算
科
目

第

第

妊婦歯科健康診査事業

開 始 年 度 終 了 年 度

健康でやさしさあふれるまち

平成

（歯科保健対策推進費）

1

健康増進法、母子保健法

－

担
当
部
署

部名

課名

部

章

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
どのような
状 態 に

総
合
計
画

2 節

ソフト事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

福祉保健部

健康推進課

電話

　妊婦自身の健康管理と生まれてくる子どもの歯科保健の向上を図る

一般会計

衛生費

団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

構 造 ・ 階 数

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

管 理 形 態

㎡

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

099

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

千円 皆増

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト － 10.21

－

評価結果
（１次） Ａ 現行（計画）どおり事業を進めることが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

１５市町村のうち、妊婦歯科健康診査を実施している市町村は、７市町である。

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

妊娠中に胎児の顎や乳歯、永久歯の芽が形成されることか
ら妊婦中から歯科保健に関する意識の啓発が重要である。
また、妊婦自身の歯と歯ぐきの健康づくりを推進するため、
検診事業を継続的に取り組む必要がある。

評価委員会のコメント

事 務
事 業 名

点数

4

3

子どもの歯が丈夫であるためには、妊娠中から歯をつくるための必要な栄養分を十分に摂ることや歯の
健康づくりへの関心を高めることが重要である。

健康増進法の歯周疾患健康診査要項にもとづき、市内医療機関に委託し実施し受診しやすい体制であ
る。

妊娠中から歯科健康診査を実施することで、母親の歯科保健に対する意識が高まり、子どもの歯の健康
にもつながる。

妊婦歯科健康診査事業
担
当
部
署

部名

課名

160

平成23年度予算

1,088 千円

22 年度分） ソフト事業

８２－１９５４（歯科保健対策推進費） 電話

2,144皆増

896 千円

事業№

099

0.16人 皆増

達成度

4

4

必要性

千円

有効性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

人人

健康推進課

皆増10.21

0.16

達成率最終目標

福祉保健部

H23年度

110.0 250

年度31H
目標

220

1.03.0 1.4

H22年度

200 220

214.3

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

平成

H21年度
実績

－

単位

人

3.5

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

皆増

千円

千円

皆増

１歳６か月児歯科健診むし歯有病率

年度（

利用者数　※設定できる場合

妊婦歯科健康診査受診数

％

千円

（ ）

平成 23

平成22年度決算

999

千円

千円

伸率

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

皆増

平成21年度決算

千円 千円

1,088

160

千円 2,247

千円

千円2,247 皆増 2,144千円 千円

活
動
指
標
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